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CS 映画専⾨チャンネルのムービープラス（ジュピターエンタテインメント
株式会社、東京都千代⽥区、代表取締役社⻑：寺嶋博礼）で放送中のオリジ
ナル番組「この映画が観たい」は、様々な分野で活躍する著名⼈の⽅々にか
けがえのない“映画体験”と、それに纏わる⼈⽣の様々なエピソードをお聞き
する番組です。5 ⽉は、10 歳で歌⼿デビュー、その後「おもいで酒」が 200
万枚突破の⼤ヒットを記録し、現在も舞台、テレビドラマ、声優、バラエテ
ィなど多⽅⾯でも活躍する⼩林幸⼦さんが登場。彼⼥がセレクトした映画
「ミクロの決死圏」「ローマの休⽇」「となりのトトロ」「アイランド」「007
／ダイヤモンドは永遠に」について、番組で熱く語っていただきました。 
 
映画の原体験を聞かれた⼩林さんは、実家の精⾁店の 3 軒隣にある映画館が、
上映中の⾳を外に流していたことが印象的だったと語り「映画館から流れてくる⾳を聞いたり、外に張り出してある写真
を⾒て、ストーリーを想像しました」と幼少期の思い出を回想。さらに初めて観たという SF 映画「ミクロの決死圏」に
ついて「⼈間の体の中ってこんな⾵になってるんだって、すごくショックを受けました。この映画を観て、⼀週間くらい
うなされました」と、その時の衝撃が忘れらないといった様⼦でした。 
 
続いて「ローマの休⽇」については「私くらいの年齢の⼥性だったら、この映画のヘプバーンに憧れない⼈はいないと思
います。映画は疑似体験ですから、⾃分が王⼥になった気分になります。ヘプバーンは可憐な雰囲気で、本当に素敵でし
た」と絶賛。また主⼈公の王⼥と、⼩学⽣で芸能界デビューしたご⾃⾝が重なる部分があるそうで「芸能界にいると、⼦
どもの世界に⾏きたいなと思うんです。無邪気にドッジボールしたりするのも悪くないなって。変な⼦供でしたね。だけ
ど、芸能界の世界と⼦どもの世界を同時に体験できたことは、良かったのかなと思います」と語っていただきました。 
 
このほかにもジブリの代表作「となりのトトロ」は、「夏休みに祖⽗⺟の家に⾏った時、この映画と同じ体験をしました」
と故郷の⽥舎の情景を思い出させてくれる作品だそうで「⼤⼈になったらなくなっていく想いとか、そういうものがたく
さんありますよね。例えば、“まっくろくろすけ”なんて、⼦どもの頃は本当にいたと思っています！あの頃は⾒えたのに、
⼤⼈になったらどうして⾒えないんだろうって。そういうことを教えてくれた映画です。だから⼤好きですね。となりの
トットロ♪って当たり前のように歌っています」と、作品の⼤ファンであることを明かしました。 
 
なお、Twitter で⼀般の⽅から募集した質問についても、収録後の合同取材で「⾐装の参考などにした映画はありますか？」
という“⼩林さんならでは”の質問に対して、「「クレオパトラ」は、実際に参考にしました！あとは、映画館で「ココ・シ
ャネル」も観ました」とお答えいただきました。 
Twitter で寄せられた質問については「この映画が観たい」公式ページ（http://www.movieplus.jp/guide/mybest/） 
で 4 ⽉ 25 ⽇（⽉）から公開されます。番組情報などが満載のムービープラス公式サイトと併せてご覧ください。 
 
 
 
 
 
⼩林幸⼦ プロフィール 
1953 年 12 ⽉ 5 ⽇、新潟県⽣まれ。歌謡番組でグランプリを獲得し 10 歳で歌⼿デビュー。その後、「おもいで酒」が 200 万枚突破の⼤
ヒットを記録。⽇本レコード⼤賞「最優秀歌唱賞」など様々な賞を受賞。舞台、テレビドラマ、声優、バラエティなど多⽅⾯でも活躍中。 
 

6 ⽉は板尾創路さんが登場します。ご期待ください。「この映画が観たい」公式ページ http://www.movieplus.jp/guide/mybest/  

ムービープラス ⼈気オリジナル番組「この映画が観たい」
5 ⽉は ⼩林幸⼦さんが登場！ 

〜Twitter 企画で募集した⼀般の⽅からの質問にも回答〜

「この映画が観たい＃３２ 〜⼩林幸⼦のオールタイム・ベスト〜」
初回放送： 5 ⽉ 2 ⽇（⽉） 23：00〜23：30 
再放送： 5 ⽉ 6 ⽇（⾦）9：00〜、9 ⽇（⽉）18：15〜、21 ⽇（⼟）8：00〜、26 ⽇（⽊）18：30〜

ムービープラスとは  今年開局２７年⽬を迎えた⽇本最⼤級の映画チャンネルです。ハリウッドのヒット作をはじめとする国内
外の選りすぐりの映画、映画祭、最新映画情報を放送し、Ｊ：ＣＯＭなど全国のケーブルテレビやスカパー!、
ＩＰ放送を通じ、約７２０万世帯のお客様にご覧いただいています。http://www.movieplus.jp/


